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1．はじめに
　植物は無機元素を養分として生きている。私達
のようにタンパク質や糖類などを摂取することな
く元素と水があれば育つ。これは植物が無機栄養
生物といわれる所以である。よって、放射性同位
体や放射線測定を利用して植物がどのように元素
と水を吸収し体内を移行させるかを調べること
は、今まで他の手法では得られなかった生きた植
物の活動が解析できる可能性があるということで
ある。ここでは、私達が行ってきた、アイソトー
プや放射線を用いる生きた植物体内の水や元素動
態解析について紹介する。

2．植物体内における水の動態
①植物中の水の分布
　植物の中の水だけを調べる方法にはどのような
ものがあるのだろうか。これまで樹木などでは主
に色素を用いて水の動きが調べられてきた。しか
し色素の動きは水そのものの動きとは異なるので
ある。また NMR でも水の測定は可能であるが、
生きた植物中の水の分布を直接定量的に調べるた
めには中性子線の利用が最も有効な手法である。

　そこで、中性子線による植物中の水分像につい
て、私たちが進めてきた研究の一端を以下に紹介
する。日本では茨城県東海村にある日本原子力研
究開発機構（JAEA）の研究用原子炉（JRR3M）に、
中性子イメージング専用の中性子線取出し口（ラ
ジオグラフィ用）が設置されている。中性子線を
照射すると試料中の元素により中性子線が透過 ･
散乱される割合が大きく異なる。一般によく用い
られる X 線の場合には原子における電子と相互
作用をするため、原子番号が高くなるに従い透過
度が低くなるが、中性子線では原子核との相互作
用から水素やリチウムなどの軽い元素が透過度を
低下させるので、これらの像が撮れることになる。
これら放射線の透過度の違いは、俗に硬いものは
X 線で、柔らかいものは中性子線でといわれる所
以である。中性子線の応用範囲は広く、燃料電池
での水生成過程やエンジン中のオイル動態の可視
化、コンクリート中の割れ目診断など身近な科学
を大きく発展させる有力な原動力でもある。
　では中性子線を植物に利用すると何が見られる
のだろうか。植物試料に中性子線を照射すると主
に水素の像が撮れる。生きた組織の 80％以上が
水で占められていることから、得られる像は水の
像と称しても差し支えないことが判ってきてい
る。像を得るためには、X 線フィルムを内蔵させ
たカセットの前に植物を置いて中性子線を照射す
る（図 1）。

植物研究における放射線・アイソトープの活用

中西友子（東京大学）

解　説

手　法 特　　　　　　徴
光学的手法 酸性フクシンなどで着色

NMR 非破壊手法、リアルタイム動態測定
試料の大きさ環境設定に制限

中性子線
（熱中性子、
冷中性子）

非破壊手法、水分分布
　数十㎝の試料が可能。分解能の下限値はない。
　Ｘ線フィルム法、CT 法
　中性子顕微鏡

ポジトロン
放出核種

非破壊法、リアルタイム動態測定
　18F、15O、11C、13N、48V など短半減期核種が多い。
　標準化合物の合成法の検討が必要。
　試料の厚さにより計測値が変化
　γ カメラ法、IP（Imaging Plate）法

他のアイソ
トープ

非破壊測定のためには γ 線の放出効率およびエネ
ルギーが高い核種が望ましい。
　3H：エネルギーが低いので非破壊手法は困難。

図 1　�中性子照射ターゲット
左側から中性子線を照射する。
�試料は X 線フィルムを封入し
たカセットに固定する。

表１　植物中の水およびその動きを調べる代表的手法
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試料を通り抜けることができた中性子線の量に応
じてＸ線フィルムが感光する。この場合の画像の
分解能は非常に高く、フィルム上の銀粒子の大
きさ（約 20 μm）まで測ることができる。ただ
最近は X 線フィルムよりも CCD カメラを用いた
撮影がほとんどとなってきているが、その場合
の分解能は現在約 100 μm である。図 2 と図 3 は
JRR3M で撮影したマメのサヤとバラの中性子線
像である。

　画像の黒化度は、標準試料と共に照射すること
により、水分量に換算することができる。サヤの
場合には非破壊状態でサヤ中の種子の生育状況を
見ることができる。種子を作成しない、いわゆる
不捻性の植物は、種子会社にとって、毎年種子を
売ることができるため重要な戦略作物となるが、
植物がサヤ中に種子を生育させるかどうかは中性
子線を照射すればそのままの状態で判ることにな

る。一方、切花では開花状態の保持のため、水が
どこからどのように失われるかまた保持されるか
を知ることが大切である。バラの場合には輸送中
に花の部分が折れて枯れるという、いわゆるベン
トネック現象が起きることが問題となっている。
中性子線を照射して調べたところ、水分が失われ
始めた際、花を支えている柄の中の生きた細胞と
死んだ細胞の水分再吸収能に大きな差があること
が判った。カーネーションの場合には、圧力下で
キセノンガスを溶解させた水を吸収させると花持
ちが長くなることが示された。そして画像処理に
より特に子房周辺の水分量が高く保たれることが
重要であることも判ってきた。
　植物の根の場合には、土壌中の根の水分量は周
囲の土壌中の水分量よりも高いので中性子線を照
射すると土壌中の根の像が見えるようになる。つ
まり根を掘り出さなくてもそのままの状態で根の
形態変化が観測できるのである。まず、土壌を入
れた厚さ 3 mm のアルミ薄箱中でダイズを育成
させ、中性子線を照射すると、土壌と根の像を得
ることができる（図 4）。ダイズの根が生育し始
めた根の部分を拡大し、白いところ、つまり水分
量が多いところほど高くなるように画像を変換す
ると、根のごく近傍の土壌中の水分量が低くな
り、水分が実際に吸収されていることが直接観測
できる（図 5）。ダイズの場合、通常は一番太い根、
つまり主根の両側に 2 次根である側根がほぼ均等
に生育する。しかし、根の形態は土壌環境により
大きく異なる。例えば植物が嫌いな物質（バナジ
ン酸）を含むポリマーを根の近くに置いたらどう
生育するのだろうか。主根の真下に置くと主根の
生育はそのところで止まり、バックアップするよ
うに側根が発達し始める。また主根の脇に置いた
場合にはその側の側根だけ短くなる。固いところ
があると根はその周りを廻って柔らかいところを
生育していく（図 6）。根は環境に機敏に対応し
非常に合理的な生育をしていることがこの結果か
ら直接証明できた。

図 2　バラの水分像
白いところほど水分量が多い。

図 3　マメのサヤの水分像
白いところほど水分量が多い。サヤ中の種子の
生育状況が判る。



3

放射化学ニュース　第 22 号　2010

②植物における水動態
　中性子線による水の可視化では静的な水の分布
は判るものの、リアルタイムの動的な水分動態を
調べることができない。水は水素と酸素で構成さ
れているため、水素に着目したアイソトープ標識
の水としてはトリチウム（３H）水が利用されて
きたが、トリチウムから放出される β 線のエネ
ルギーは非常に低いため、植物体の外まで突き抜
けることはできない。リアルタイム測定を可能と
するためには植物体に取り込まれたアイソトープ
からの放射線を植物の外側で測定する必要があ
る。酸素の放射性同位体としてはポジトロン放出
核種である 15O が最も期待されるアイソトープで
ある。しかし、15O は半減期が僅か 2 分であるた
め実験時間が限られるので、15O 生成装置の側近
で実験が行うことが不可欠である。そこで放射性

医学総合研究所内において、15O で標識した水を
用いて、植物における吸収・移行動態を調べる装
置を組み立てた。上述のようにポジトロン放出核
種により得られた画像からは厚さが異なる箇所に
おける放射能の差を読み取ることはできないが測
定場所を固定しその箇所における γ 線測定値から
は経時的なイオンの移動を知ることができる。定
量的な水の動態の解析のため、我々は放射線計測
システムを原点に立ち返り独自に組み立て直した

（BGO シンチレータ＋同時計数回路系）。本装置
を用いてダイズの茎の最下部における 15O 標識水
の量の変化を定量したので紹介する。
　15O 標識水を定量する計測部位は子葉上部
20 mm±5 mm の茎部として組み立てた系を図 7
および図 8 に示した。
　15O 標識水は根から供給したが、供給水および

図 5　ダイズの根の水分分布
�2 次元の像を 3 次元化さ
せた図

図 6　根の近傍にバナジン酸が
ある場合のダイズの根の
生育

図 4　ダイズの像

図 7　ダイズの測定箇所 図 8　測定系の模式図
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根からの放射線が地上部よりも強いため、鉛ブ
ロックでの遮蔽が必要である。1 対の BGO 検出
器（検出面：1 cm×1 cm）はできる限り茎に密
着させて設置した。植物体および検出器は植物育
成装置内に設置し、湿度、温度、光強度が調整で
きるようにした。1 対の BGO 測定器で同時計測
を行うが、そのタイミングならびに増幅器などの
調整を行ったが詳細の説明は省略する。
　植物に吸収される 15O 標識水を定量的に測定す
るためには検出器の係数効率を調べる必要があ
る。そのため、まず、図 9 に示すような茎のファ
ントムを用い、係数効率を求めた。ファントムは
2 重構造となっており、外側のシリコンチューブ
の中に PEEK の芯を組み込み、チューブと芯の
間、つまり茎の導管に相当する位置に 15O をゲル
に吸収させ、測定を行った。その結果、計数効率
は 0.14％であった。次に、実際に植物に 15O 標識
水を吸収させ、計測した直後にこの 1 cm の茎を
切り取り、Ge 検出器で 0.511keV の γ 線の放射能
を測定した。その結果、計数効率は 0.12％となり、
ファントムを用いた結果と近い値となった。実際
の導管は円筒状に分布しているものの、微細構造
があるため、本検出系の計数効率として 0.12％を
用いることとした。また 15O の減衰に伴う計測値の
低下は測定開始時の値となるように補正を行った。

直線性 （cps） 0.3-100 cps
計数効率 （%） 0.12 （n=10） %
B.G. （cps） 0.068 （±0.095） cps
検出限界 （Bq） 0.11 kBq

　この測定系を用いて実際にダイズ植物に 15O 標
識水を吸収させたところ、吸収曲線は図 10 に示
されるように増加の一途を辿った。吸収開始から
800秒後までの吸収速度は毎秒0,052 μlであった。
15O の半減期が僅か 2 分であるため、測定できる
放射能はすぐに減衰してしまうため測定時間は
1000 秒ほどが限度である。測定部位の 1 cm の茎
が全て水であると仮定すると 1 cm の茎には約 45
～ 55 μ l の水が存在することになる。測定開始後
約 1200 秒でその容量の約 80％までに 15O 標識水
の量が増加した。1 cm の茎に存在する導管の体
積は 2 μ l ほどであるため、導管の体積よりはる
かに多い量の 15O 水が 1 cm の茎で計測されたこ
とになる。このことは吸収された 15O 水が大量に
導管から溢れ出し茎中の組織に浸透したことを意
味する。

計数効率 ={（1cm 茎中の 15O放射能 （Bq））/cps}×100（%）
ファントムチューブの計数効率：0.14 %

表 2　BGO 検出器

図９　ダイズ茎のファントム

図 10　ダイズの水吸収曲線

図 11　導管からの漏水

stem

vessel
導管による再回収

（交換流）
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　一方、植物全体の重さを測定することにより
求めた蒸散流の速度と総蒸散量から計算した茎 1 
cm あたりの水漏出量は図 10 で示された漏出速度
とほぼ一致する値であり、蒸散量に匹敵するほど
の水が導管から漏れ出ていることが判った（説明
省略）。では導管から漏出した水はどこに行くの
だろうか。可能性としては①茎から蒸散する、②
篩管に入る、③導管以外の木部から上に移行する、
④導管に再流入する、の４つが考えられる。①の
茎表面から蒸散するかどうかについてはワセリン
を塗布して調べたところ、15O 水の吸収に変化が
無いことが判った。また②については篩部を削除
して測定したところ、15O 水吸収に差は見られな
かった。③については導管と比較して木部は細胞
が詰まっていることから水が大量に導管以外を伝
わって上部へ移行することは考えにくい。茎の断
面から木部と導管の面積比を求めて大量流出した
水の速度を計算すると、導管以外の木部で導管と
同様な水移行速度が確保できなければ大量に流出
した水の移行通路となり得ないことも判った。そ
こで、漏水した水の行き先としては残りの④、導
管から漏出した水は再度導管に戻ることが予想さ
れた（図 11）。漏出した水の量が多量であるため、
導管から流出した水は各細胞に既に存在していた
水と置き換わっていると思われるが、このメカニ
ズムはまだ不明である。
　次に計測点を 3 箇所に増やしダイズの 15O 水の

吸収曲線を求めた。各々の BGO 検出器の間隔を
45 mm とした場合と 25 mm、65 mm とした場合
の吸収を図 12 に示した。根に 15O 水を供給し、
最初に最下位の BGO 検出器が 15O を測定し始め
る時間と真ん中の検出器が測定し始める時間の差
が茎中を移行する水の速度となる。
　これらの測定の結果、茎中の水の移行速度は
約 4 mm/s であることが求められた。測定箇所
が上になるほど 15O 水の吸収曲線の角度は低くな
る。これは 15O 水が上に行くほど希釈されるため、
15O 放射能が低くなるためである。多点計測にお
ける吸収曲線の傾きの変化から希釈率を求めるこ
とが可能であるため、湿度が約 50％および 80％
の場合の交換流量の比を求めたところ図 13 のよ
うになった。その結果、導管から流出して交換さ
れる流量比は、湿度、つまり蒸散速度に関わらず
一定であることが示された。
　植物における水そのものの動態については長い
間ほとんど知られていなかった。これらの結果は
ポジトロン放出核種 15O を用いることにより初め
て明らかになったことである。この結果を踏まえ
てさらにトリチウム水を用いて漏出水がどのよう
に導管の周りに浸出するかを調べたところ、拡散
による可能性が高いことが示唆された。動くこと
のできない植物中でダイナミックな水の交換が行
われていることは植物生理学を進める上で重要な
知見になると思われる。

図 12　多点計測によるダイズの 15O 標識水の吸収
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3．植物内の元素動態
①植物における元素分布（中性子放射化分析）
　植物試料を照射した場合に検出できる元素数
は、一般に土耕栽培の場合の方が水耕栽培で生育
したものよりも多く、根については土耕では Sc、
V、Zn などの濃度が高い傾向がある。短時間照
射では、主に Na、Mg、Al、Cl、K や Ca などが、
また長時間照射では主に遷移金属をはじめとする

金属元素が高感度で測定できる。放射化分析によ
り、生育段階におけるアサガオの各組織中の元素
濃度を測定していくと、多元素の動きが示される
ことになる。アサガオの元素動態の例とし Mn 濃
度変化の相対値の測定結果を図 14 に示した。Mn
は生育過程で古い葉に集積する傾向が見られる
が、Al や他の重金属元素、Sc、V などは根に集
積して地上部には殆ど移行しないことが判る。

図 13　湿度が変化した場合におけるダイズの導管流出水の交換量

図 14　アサガオ組織中の元素濃度　（a）Mn の濃度分布　（b）78 日目の重金属分布

図 15　アサガオ幼植物組織中の元素濃度　（a）5 元素の濃度分布　（b）Mg 濃度の時間変化（暗期：灰色カラム）

⒜

⒜

⒝

⒝
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　植物組織内の元素濃度パターンは生育段階で殆
ど同じ傾向を示し、各組織の間、根と地上部、茎
と葉柄、葉柄と葉の間では一定の濃度差が示され
る。例えば K では常に茎や葉よりも葉柄の濃度
が高い。さらに一つの組織、茎や葉の中において
も元素の濃度勾配はきちんと保たれている。
　図 14 は日ごとの元素濃度分布を示したもので
あるが、時間ごとには元素はどのように分布する
のだろうか。図 15 には発芽後 7 日目のアサガオ
についての組織ごとの各元素濃度を放射化分析に
より測定した結果の例を示した。図 15a には 5 種
類の元素濃度を示した。また図 15b は時間ごとの
Mg の濃度変化であり、黒いカラムのところは光
を照射しない暗期間である。図 15b の上の図は通
常の日周（暗期と明期は各々 12 時間）時の Mg
濃度変化であり、下の図は途中で短日処理を行っ
た場合の結果である。測定された元素の中で Mg
と Ca のみ頂芽における濃度が昼間に濃度が高く
なり、夜間には減少するという傾向が見出された。
そこでさらに詳しく頂芽における Mg の濃度変化
を調べたところ、Mg を多く蓄積する細胞群が頂
芽の中心に存在し、花芽が誘導された後にはその
細胞群から Mg が周辺に移動して Mg 濃度が著し
く低くなることが示された。元素の濃度変化の特
徴は根の先端でもみられ、例えば Al 濃度は明期
になる約 2 時間前に最も高くなり、明期には減少
する。このサイクルを繰り返しているが花芽が誘
導された場合には少しサイクルがずれてくる（結
果省略）。この根における元素濃度変化は、リア
ルタイムイメージング装置を用いた結果から、養
分吸収にも関連する傾向が見られ、現在さらに測
定している最中である。

②植物における元素のイメージング
　マクロイメージングシステム
　生きている植物がどのように吸収した物質を体
内で移行させているのかを目で見るためには放射
線の利用が最良であり、広くオートラジオグラ
フィ手法が用いられてきた。植物にアイソトープ
を吸収させ、アイソトープから放出される放射
線を外から検出する方法である。この方法では
植物試料を X 線フィルムやイメージングプレー
ト（IP）に一定時間コンタクトさせ、像を得るが、

露光のためカセット中に置かれた植物は「押し花」
状態となってしまう。一方、アイソトープを用
いるイメージングでは、PET（Positron Emission 
Tomography）と呼ばれる画像診断のように、ポ
ジトロン放出核種を用いるイメージング法も植物
研究に応用されるようになってきた。しかし、こ
の場合には、ポジトロンが消滅する際に放出され
る γ 線計測が基盤であるため、原理的に、分解能
は、まずミリオーダー以下にはなり得ない。また、
厚さが薄い植物の葉などに応用しようとすると ｢
ポジトロンの抜け ｣ と呼ばれる現象のため、定量
的なイメージング像を得ることは極めて困難とな
る。組織の厚さの違いによりポジトロンの抜けの
程度が大きく異なるためである。そこで私たちは
より高分解能を目指した定量的なリアルタイムイ
メージングを行ない、かつ、32P、45Ca、35S、14C
のような多種類の β 線放出核種を用いたイメージ
ングができることを目的に装置開発を進めた。こ
れらの核種で標識された化合物は市販試薬として
手に入れることができるため、装置が開発され
れば通常のアイソトープ施設ではどこでも実験
が可能だからである。
　図 16 に私たちが開発したマクロイメージング
システムの概要を示した。植物から放出される β
線をシンチレータを蒸着させたファイバー・オ
プティック ･ プレート（FOS）により光に変換
し、その微弱光を GaAsP イメージングインテン
シファイアを通し、高感度 CCD カメラ（浜松ホ
トニクス、AQUACOSMOS/VIM）で画像化す
る。シンチレータの種類を検討した結果、プラス
チックシンチレータや CaF よりも CsI（Tl）の計
数効率が高く、特に β 線のエネルギーが極めて低
い 14C の場合には CsI（Tl）は CaF よりも検出感
度が 3 倍も高かった。また検出感度ならびに分解
能に大きく影響を与えるシンチレータの厚さを検
討した結果、14C では約 25 μm、45Ca の場合には
約 100 μm で良好な画像を得ることができた。本
システムでの検出限界は 32P の場合、0.5 Bq/mm2

であり、分解能は約 100 μm と見積もられた。検
出感度を 14C、45Ca ならびに 32P で調べたところ、
いずれも IP よりも 10 倍以上高くまたバックグ
ラウンドのノイズも極めて低いことが示された。
45Ca を吸収させたダイズの葉について本システム
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と IP で取得した像を比較すると、本システムで
1 分間積算した画像は IP に 15 分間コンタクトさ
せた画像に匹敵することが示された（図 17）。

　本システムを用いてダイズに 32P 標識リン酸
（37 Bq/30 ml）を根から吸収させたところ、まず
新芽に 32P が検出され、続いて若い葉へと移行し
ていくことが観察された。葉柄から葉へ移行する
場合には葉の根元に一旦 32P が蓄積され、また葉
の葉脈においても分岐点で蓄積される傾向が示さ
れた。サヤの場合にも同様に、一旦、サヤの根元
に蓄積され、サヤ中の複数の種子には種柄から遠
い組織から蓄積しはじめ、両方の種子にはほぼ同
時に移行することが判った（図 18）。このように

図 16　リアルタイムアイソトープイメージングシス
テムの模式図

図 17　ダイズにおける 45Ca 吸収画像
本システムとイメージングプレート（IP）像
との比較

図 18　ダイズにおけるリン酸吸収のリアルタイムイメージング
ダイズ試料に 32P 標識リン酸を根から吸収させ、地上部の各組織における 32P の移行動態を経時的に示した。
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植物体内におけるイオンの動きには一定の傾向が
あり、蓄積様式も組織によりきちんとした特徴を
示すことが判った。アイソトープの計測ではその
核種の動態は判るものの、化学形態がどう変化し
たかを調べることはできない。そこで、別途、植
物地上部におけるリンの形態を化学分析したとこ
ろ、根から地上部へ移行するリンは、有機態では
なく無機態のリン酸であることが示された（デー
タ省略）。
　本システムを用いることにより、溶液中のイオ
ンの動きの可視化も可能である。32P 標識リン酸
溶液を用いて、根のリン酸吸収動態を調べたとこ
ろ、根の周辺にまずリン酸が濃縮した後に根が吸
収するという根の吸収ダイナミズムが見られた。
同様にイネを用いて 14C 標識のアミノ酸がどのよ
うに溶液中、根へ吸収され移行するかという動態
も解析することが可能であった。さらに、水耕液
のみならず、土耕栽培における元素動態も、土壌
を通して測定される放射線から、リアルタイム画
像として得られるようになってきたことを付け加
えたい。また画像解析により、溶液中ならびに土
壌中のイオン動態のみならず、根の各箇所におけ
る化合物の動態も解析できるまでに至っている。
　土を通して土壌中のイオンの動きを測定する
と、水耕液に育つ植物は常に多量の養分元素を吸

収しているものの、土壌に育つ植物は常に飢餓状
態に近いことが示された。特にリンは土壌に吸着
されることもあり、根は極近傍の少量のリンのみ
を吸収しているが、収量は水耕栽培と比較しては
るかに多い。水耕栽培のように多量の養分を吸収
できることは植物にとって種子をそれほど作らな
くても良いと判断しているようでもある。また水
耕液中の養分の吸収量は、計算してみると、実際
に畑に施肥され植物が吸収している養分量より格
段に多い。現在、植物工場ではその殆どが水耕で
あるが、もしかすると養分を始め、かなりエネル
ギーの無駄があるのかもしれない。

　アイソトープ／蛍光顕微鏡
　マクロイメージングシステムでは植物組織にお
けるアイソトープの動態を調べることができた
が、細胞レベルの画像を得るまでの分解能は得ら
れていない。そこで現在、細胞レベルの画像を取
得することを目的に、市販の蛍光顕微鏡を改造し、
蛍光像と同時にアイソトープの像も撮れる装置を
開発している最中である（図 19）。まだ分解能は
約 100 μm とマクロイメージングシステムと同程
度ではあるが、細胞間のアイソトープの移行程度
は可視化できる見込みがたったところである。

図 19　アイソトープ／蛍光顕微鏡
ダイズの茎を、細胞約 1 個分の高さである、70 μm の厚さにスライスし、明視野像、
Fluo-3M で染色した Ca 像、ならびに 45Ca 像を取得した。解像度は現在のところ、ま
だ約 100 μm であるが、アイソトープ像からは Ca の定量的な解析が可能である。
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4．おわりに
　上述したように、アイソトープならびに放射線
測定を応用すると、元素と水を吸収する生きた植
物の活性について、他の手法では不可能な種々の
方法を提供する。放射線計測は原理的には 1 原子
を検出できるという極めて高い感度を有すること
から、近年の遺伝子工学発展を支える基盤を担っ
てきたものの、アイソトープの使用には種々の規
制があることからアイソトープの代わりに蛍光標
識法が広く用いられるようになってきた。そのた
め、アイソトープを用いたイメージングや放射線
計測の技術はほとんど発展してきていない。しか
し、非破壊状態で物質の動態を高い感度で定量で

きる手法はアイソトープや放射線の利用が最良で
ある。最後に紹介したイメージング装置では、放
射線をシンチレータで光に変換しその像を CCD
カメラで取り込む方法を採用している。しかしさ
らに高い解像度と感度を得るためには、例えば、
試料から放出される放射線を直接半導体素子で計
測し画像化するなど様々な技術開発が考えられる
ので、画像取得技術の高度化は将来の検討課題で
ある。また、今回紹介したように、アイソトープ
･ 蛍光顕微鏡に代表される技術がさらに発展すれ
ば、将来ひとつの細胞の中の化学物質の動態をリ
アルタイムで定量解析することも可能ではないか
と考えている。
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研究集会だより

1．第 11回環境放射能研究会
上杉正樹（金沢大学大学院自然科学研究科）

　第 11 回環境放射能研究会が、平成 22 年 3 月
1-3 日の期間で、つくば市の高エネルギー加速器
研究機構において開催された（主催：高エネルギー
加速器研究機構 放射線科学センター、日本放射
化学会 α 放射体・環境放射能分科会、共催：日
本原子力学会 保健物理・環境科学部会、日本放
射線影響学会、日本放射線安全管理学会）。口頭
15 件、依頼公演 5 件およびポスター 10 件の計 29
件の発表と約 100 名の参加者があり、活発な討論
が行われた。本年は、長期間にわたる観測データ
の報告と解析結果を中心とした密度の濃い発表が
多く、専門的な研究会になった。ただ、大学の卒
業研究発表の時期と会期が重なっていたことから
例年に比べて大学関係の参加者数が少なかった様
に思われた。
　本研究会では毎回討論課題が設けられており、
本年は、「環境放射能研究における分析化学的ア
プローチ」が課題とされた。これは、環境中に生
成される放射性核種および化学種の定量分析・状
態解析、気相や液相における詳細な反応・平衡解
析に関わる研究などについて、議論と理解を深め
る機会を持つという趣旨ゆえのことである。本研
究会での大半を占めた地球科学的な研究の発表内
容については、後に刊行予定の Proceedings に任
せることとするが、全体的にデータの信頼性にか
かわる注意点のような基礎的研究報告が少なく、
成果中心の発表が多くなっていた。課題に関連し
た分野の有識者の公演では、「高感度 XAFS 法」、

「マイクロ化学チップを用いた微量抽出法」、｢ カ
ソードルミネッセンス分析 ｣、｢ エアロゾル付着
物質の分析 ｣ といった微量分析に関する新技術の
紹介があった。また、金沢大学の中西孝氏は 3 月
末に定年を迎えられるとのことで、41 年間の研

究と教育活動を通して感じられた「研究を続ける
ことの重要さ、難しさと苦しさ」を楽しそうに話
された。
　本研究会は学部生・大学院生の発表や参加が多
いという特色がある。昨年度結成された若手の会
の活動もその一つであり、環境放射能研究の第一
線の若手研究者が、現在の状況を踏まえつつ、将
来の夢や希望を語り合うセッションが開催され
た。「保健物理学会や他の分野との連携を取る。」
といった研究の新規展開を期待したコメントや、

「若手間の連携だけでなく若手からベテランへの
発信も重要である。」といったコメントがあった。
若手の活動に拍手を送り、支えていくのがベテラ
ン研究者の課題であると思われる。
　環境放射能研究は原子力開発の安全と安心に直
結する研究分野である。また、自然放射能、放射
線・原子力施設の影響などの研究は続けることが
重要である。原子力発電が世界的に推進方向にあ
るとき、JCO 事故を風化させないためにも、何が
安全で、何が危険なのかを明確にしていくことが
研究会に求められている。今後の新たな課題が参
加者それぞれの胸のうちに芽生えた研究会であっ
たと思われる。

2．第 1回シンポジウム
「RI国内製造に向けての開発研究」

　　　初川雄一　（原子力機構）

　日本原子力研究開発機構・永井泰樹氏（大阪大・
東京工大名誉教授）を始めとする有志により主催
された標記のシンポジウムが 2010 年 1 月 20 日に
日本原子力機構システム計算科学センター（東京
上野）において開催された。
　医学診断・治療などに利用される RI の国内製
造に向け、関連機関が集いあって RI 利用の現状
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と期待される研究開発について議論が行われた。
　本シンポジウムの背景として、核医学診断に多
用されている 99Mo/99mTc の供給不安が挙げられ
る。現在、世界中の 99Mo の 95％以上は 5 基の原
子炉で製造されているが、そのいずれもが稼動開
始後 45 年以上経過しており、老朽化に伴うトラ
ブルが頻発している。このような現状を受けて医
療用 RI の国産化の動きがあり関係機関からの情
報が発表された。そのいくつかについて簡単に紹
介する。
　アイソトープ協会の中村氏より輸入 RI の国内
外の状況について説明があった。特に 99Mo の輸
入がカナダからできなくなって以来、南アフリカ
からの輸入を実現させたが輸送ルートの開発での
苦労なども話していただいた。群馬大学医学部の
織内氏から医学の現場での現状と期待される RI
についての講演があった。99mTc の特性は核医学
にとってとても都合の良い核種であり、骨ガン心
臓疾患、脳疾患など広範に用いられているが一方
で他の診断でカバーできると考える医師もいると
のことであった。
　原子力機構の永井氏より高速中性子による
99Mo ならびに多様な RI の製造方法についての

提言があった。RI の製造法としては着目されて
いなかった、D+T 反応により生じる 14MeV の
高速中性子による効果的な 99mTc の製造法につ
いての紹介があった。高速中性子による 100Mo

（n,2n）99Mo 反応は核不拡散の問題をクリアして
おりサイクロトロンや電子加速器などによる他
の製造方法と比べても優れており、供給不安の
99Mo の製造に適している。ただ生成される 99Mo
の比放射能が核分裂による製法と比べると低く、
適した化学分離法の開発が必要であることが指摘
された。千代田テクノルの山林氏からは 99Mo と
99mTc の化学分離精製法の現状と展望についての
話がなされた。このなかで有望な Mo/Tc 分離法
として乾式昇華法が紹介された。
　その他にも医学、薬学、化学、物理など幅広い
分野から産学官から 70 人ほどの参加者を得て活
発な討論が行われた。なお本年 7 月 1 日付けで原
子力機構において本会議を主催した有志を中心に

「加速器中性子利用 RI 生成技術開発特別グルー
プ」が立ち上がり医療用 RI の国産化に関する研
究が開始されたことを付記する。
　本文をまとめるに当たり原子力産業協会桐原正
美氏の有益な助言に感謝いたします。
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情 報 プ ラ ザ

1．The Third Asia-Pacific Symposium on 
Radiation Chemistry (APSRC-2010)

会　期：Sept. 14 – 17, 2010 
会　場：Treasure Island Resorts, Lonavala, INDIA
会議ホームページ：http://www.barc.gov.in/

symposium/apsrc2010/home.htm

2．The In ter na t iona l Con ference on 
Environmental Radioact iv i ty – New 
Frontiers and Developments

会　期： Oct. 25 – 27, 2010
会　場：the Accademia Nazionale dei Lincei, 

Rome, Italy
会議ホームページ：http://www.

environmentalradioactivity2010.com/

3．Second International Conference on 
Application of Radiotracers in Chemical, 
Environmental and Biological Sciences 
(ARCEBS-10)

会　期：Nov. 7 – 13, 2010
会　場：Saha Institute of Nuclear Physics,

Kalkata, India
会議ホームページ：http://www.saha.ac.in/cs/

arcebs.2010/

4．Accelerator Mass Spectrometry Conference 
2011 (AMS-12)

会　期：March 20 – 25, 2011
会　場：the Museum of New Zealand, Te Papa

Tongarewa, New Zealand
会議ホームページ：http://www.gns.cri.nz/

ams12/index.html

5．International Conference on Radioecology 
and Environmental Radioactivity 

会　期：June 19 – 24, 2011
会　場：Hamilton, Canada
会議ホームページ：http://www.iur-uir.org/en/

6．The 11th International Conference on the 
Biochemistry of Trace Elements (ICOBTE 
2011)

会　期：July 3 – 7, 2011
会　場：Florence , Italy
会議ホームページ：http://www.icobte2011.com/

7．13th International Conference on the 
Chemistry and Migration 
Behaviour of Actinides and Fission 
Products in the Geosphere

会　期：Sept. 18 - 23, 2011
会　場：Peking University, Beijing, China 
会議ホームページ：http://www.chem.pku.edu.cn/

migration2011/
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学会だより

1．学会賞および奨励賞

　日本放射化学会学会賞規定に基づき 2010 年学
会賞及び奨励賞が決定されました。受賞者の表彰
および受賞講演は 2010 日本放射化学会年会・第
54 回放射化学討論会（2010 年 9 月）において行
われる予定です。また受賞内容に関する紹介は本
誌第 23 号に掲載される予定です。

学会賞：
氏名　�中西 友子 氏 （東京大学大学院 農学生命科

学研究科 教授）
題目　�「放射線ならびにアイソトープを駆使した

植物生理学の研究」

奨励賞：
氏名　�大矢 恭久 氏 （静岡大学理学部附属放射化

学研究施設 准教授）
題目　�「炭化系セラミックス材料における高エネ

ルギーイオンのホットアトム化学的過程に
関する研究」

氏名　�吉村 崇 氏 （大阪大学大学院理学研究科化
学専攻 助教）

題目　�「テクネチウム錯体の合成と性質に関する
研究」

2．JNRS誌論文賞

　本学会の学会誌である Journal of Nuclear and 
Radiochemical Sciences の Articles 又は Notes に
掲載された論文の中から、毎年編集委員会により
JNRS 誌論文賞が授与されます。今回は 2009 年
に掲載された論文を対象として、以下の論文が選
ばれました。受賞論文の著者には賞状が授与され
ます。

Sequential Separation of U, Th, Pb, and 
Lanthanides with a Single Anion-Exchange 
Column

Yutaka Miyamoto, Kenichiro Yasuda, Masaaki 
Magara, Takaumi Kimura, and Shigekazu Usuda †
Research Group for Analytical Sciences, Nuclear 
Science and Engineering Directorate, JAEA; †
Present address: Cyclotron and Radioisotope 
Center, Tohoku University

J. Nucl. Radiochem. Sci., Vol. 10, No.2, pp. 7-12 
（2009）.

概要
　環境試料の極微量ウラン、トリウム、鉛および
希土類元素の元素組成と同位体組成から試料の生
成年代推定や環境中での履歴などの情報を得るこ
とを目的とし、著者らは極微量分析で正確な値を
得るための前処理としてイオン交換分離法の開発
を進めている。酢酸、塩酸、硝酸およびフッ化
水素酸を混合溶媒として用い、その組成を変え
ることで 1 本の陰イオン交換カラムから希土類元
素、トリウム、鉛、ウランの順で逐次分離するこ
とに成功した。本論文では、各元素量が 50 ng の
ICP-MS 用校正溶液を試料とし、目的元素それぞ
れについて逐次化学分離に最適な溶離液組成を溶
離曲線から検討した結果を述べている。目的元素
の分離係数は 100 以上であり、分離回収率は 95％
以上であった。また、個々の希土類元素の間では
分離回収率に違いはなかった。さらには環境試料
中に多く存在するアルカリ金属やアルカリ土類金
属、鉄についても目的元素から分離・除去するこ
とができた。この逐次化学分離法は高純度あるい
は精製が容易な試薬を溶離液に用いていることや
分離操作が単純であることから、不純物として目
的元素が試料に混入する機会が少なく、pg（10-12g）
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レベルの超極微量化学分離法として応用出来るも
のとして期待される。

3．日本放射化学会第 46回理事会［2009-10
年度第 1回理事会］議事要録

日時：　�平成 21 年 12 月 16 日～平成 22 年 1 月
15 日 （メール理事会の形式で開催）

出席者：�［会長］ 柴田、［副会長］ 海老原、永目、［理
事］ 藤井、永井、沖、松尾、木村、佐藤、
福島、村松（久）、村松（康）、大槻、深澤、［監
事］ 篠原（厚）、篠原（伸）、［顧問］前田

欠席者：［理事］ 奥野、 ［顧問］ 近藤
　理事会構成員（会長、副会長、理事）の出席者
が過半数となり、理事会は成立。

報告
１．事務局より以下の報告があった。第 45 回理

事会の議事要録（案）の説明があり、一部修
正の上了承された。また、第 44 回理事会の
議事要録の一部修正について説明があり了承
された。学生会員 1 名の入会、および正会員
3 名、学生会員 5 名の退会があったこと（い
ずれも 2009 年 9 月 25 日以降）、および賛助
会員の数に変化がないことが説明され了承さ
れた。会費納入状況の報告があり了承され
た。会計中間報告があり、2,000 ドル（177,528
円）を予備費より支出して APSORC＇09 へ学
会から寄付を行ったことが説明され了承され
た（報告４参照）。

２．松尾理事より学会メーリングリストへの配信
状況、HP の更新等につき説明があり、了承
された。

３．木村理事よりジャーナル編集委員会の報告
があり、JNRS 誌の編集状況が説明され了承
された。7 月 31 日に JNRS 誌の一部が JST
の Journal@rchive に公開されたが、電子化
作業が終了した巻号より、順次公開される

（Vol.8（2007）まで）が、Vol. 9（2008）以降は
J-STAGE として継続予定であることが報告
され、了承された。Journal of Nuclear and 
Radiochemical Sciences 編集委員会規定第 2

条にある編集担当理事の後任として、村松久
和理事を充てることを決定した。

　　　放射化学ニュースについては、21 号が 3
月末に発行予定であることが事務局より報告
された。また、事務局より 21 号には放射化
学ニュースの Web 化に関する回答票を同封
する場合があることが報告され、了承された。

４．会長より、メール理事会（2009-10 年度第１回）
の結果について以下の報告があり、了承され
た。メール理事会は 11 月 15 日（発信日）よ
り行われ、APSORC＇09 へ本会からの寄付を
行う件と、2011 年開催の 2011 日本放射化学
会年会・第 55 回放射化学討論会の開催担当
について審議された。その結果、2,000 ドル
を予備費より支出し寄付を行うこと、および
討論会については村松久和理事（信州大）に
御願いすることを決定した。討論会の会期は、
2011 年 9 月 20 日（火）～ 22 日（木）、会場は、
若里市民文化ホールが予定されている。

５．2009 日本放射化学会年会・第 53 回放射化学
討論会について、実行委員長の永井理事より
最終的な参加者数、若手優秀賞の報告があり
了承された。さらに以下の検討事項が挙げら
れた。ア） 討論会の HP を学会ホームページ
内に作れないか。この件はネット委員会で
セキュリティー面なども含め検討することに
なった。イ） 学会事務局で毎年の討論会開催
に関する情報を収集し、実行委員会側に提供
できないか。事務局で担当者をおき情報の集
約を行うことを検討することになった。また、
情報の提供等はよいが、討論会の運営自体は
これまでとおり事務局は関与しないで現地実
行委員会に任せるという現在のスタイルを
変えるべきではないという意見が出された。
ウ） 名誉会員、賛助会員の討論会参加費に関
し、明確な基準を作って欲しい。今後検討を
行うこととなった。

　　　討論会における、展示スペースなどの賛助
会員へのメリットの提供について、事務局よ
り現状の説明があり、意見交換を行った。

６．その他　1） 海老原副会長より、放射化学冊
子の出版事業に関して以下の報告があり了承
された。「環境放射能」の出版を百島則幸氏（九
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大）の責任編集により行っており，現在印刷
中である。次号として「超重元素の化学」を
永目氏の編集責任で準備中である。放射化学
の事典を会員各位の協力の下朝倉出版から今
後 2 年を目処に出版する予定である。2） 海
老原副会長より、以下の APSORC 小委員会
の報告があり了承された。APSORC＇09 の会
期中に開催された APSORC 国際委員会にお
いて次回 APSORC の開催を日本で行うこと
が決定した。次回の APSORC は放射化学会
が主催する形式で、４年後の 2013 年に開催
予定である。

審議 
１．2009-10 年度の役員の役割分担について審議

を行い、以下のように決定した。海老原副会
長（首都大）企画委員長および APSORC 小
委員会委員長、永目副会長（原子力機構）広
報委員長、大槻理事（東北大。新任）企画担
当、深澤理事（日立 GE ニュークリア・エナ
ジー。新任）広報担当、村松（久）理事（信
州大。新任）ジャーナル編集担当、木村理事

（原子力機構）ジャーナル編集委員長、福島
理事（石巻専修大）広報担当、松尾理事（東大）
ネット委員長、奥野理事（静岡大）選挙事務
担当、永井理事（日大）企画担当、沖理事（京
大）総務担当（事務局）、佐藤理事（分析セ）
企画担当、村松（康）理事（学習院大）企画
担当、藤井理事（東工大） 広報担当、篠原（厚）
監事（大阪大）学会賞事務担当、討論会担当。

２．2010 年学会賞及び奨励賞候補者募集につい
て審議を行い、推薦内容の充実を図るために
募集要項の文面を一部改定した。募集締め切
りは 2010 年 2 月 26 日となった。

３．次期役員選挙に向けて、役員等推薦委員会の
委員選考を開始した。次回理事会に同委員
会より次期役員候補の推薦が行われる予定
である。 

４．11 回総会で提案された、放射化学ニュース
を WEB 上に掲載して印刷部数を削減する案
に関しアンケートを実施する件について審議
を行い、内容と実施方法（メールで行い、一
部 FAX も用いる）について了承された。メー

リングリストに入っていない会員（約 2 割）
が多すぎるという意見が出された。アンケー
トは 1 月中に実施する予定である。

５．篠原（厚）理事より、2010 日本放射化学会年会・
第 54 回放射化学討論会について、開催日程、
場所、実行委員会の体制、締め切り日程案（ア
ブストラクト 6 月末、要旨原稿 8 月上旬など）
等が説明され、了承された。また新規企画案
として、公募セッションとリフレッシュメン
ト付ポスターセッションを行うことが報告さ
れ了承された。公募セッションの運営予算を
学会から支出可能か意見交換を行った。事務
局から、現在の財政状況では新たな支出は難
しいが、これからの予算の節約状況をみて検
討したいという意見があった。HP を恒常的
に学会 HP の下に置いてはどうかという提案
があった（報告 5 参照）。要旨集を学会誌か
ら独立させる案に関して、意見交換を行った。

６．第 11 回「環境放射能」研究会より事業経費
5 万円の申請があり、了承された。

以上。

4．日本放射化学会第 47回理事会［2009-10年
度第 2回理事会］議事要録

日時：　平成 22 年 3 月 2 日　13：35 ～ 16：48
場所：　�高エネルギー加速器研究機構 4 号館 127

号室
出席者：�［会長] 柴田、［副会長］ 永目、［理事］ 藤井、

沖、松尾、木村、村松（久）、大槻、永井＊、
福島＊、村松（康）＊、 ［監事］ 篠原（厚）、
篠原（伸） 

欠席者：�［副会長］ 海老原、［理事］ 奥野、佐藤、深澤、
［顧問］ 近藤、前田

＊委任状提出による。
　理事会構成員（会長、副会長、理事）の出席者
が過半数となり、理事会は成立。

報告
１．事務局より、第 46 回理事会の議事要録（案）

の説明があり、了承された。正会員 1 名の入
会、および学生会員 1 名の退会があったこと



17

放射化学ニュース　第 22 号　2010

（いずれも 2009 年 12 月 15 日以降）、および
賛助会員の数に変化がないことが説明され了
承された。また、会計の中間報告があり、了
承された。

２．松尾理事より学会メーリングリストへの配信
状況、HP の更新等につき説明があり、了承
された。現在のプロバイダ契約を次年度より
高機能で低料金のものに変更することが説
明され、了承された。また、従来、討論会の
HP は学会 HP からリンクをはるのみであっ
たが、これを学会 HP の下に作り、各実行委
員会が作成したページの有効利用を図ってい
くことになった。

３．木村理事よりジャーナル編集委員会の報告
があり、JNRS 誌の編集状況が説明され了承
された。Vol.11, No.1 が、6 月 30 日付で発行
予定である。7 月 31 日に JNRS 誌の一部が
JST の Journal@rchive に公開されたが、電
子化作業が終了した巻号より、順次公開され
る（Vol.8 （2007）まで）が、Vol. 9 （2008）以
降は J-STAGE として継続予定であることが
報告され、了承された。今後、2009 年 JNRS
誌論文賞の選考と編集委員の交代が予定され
ていることが報告され、了承された。また、
国内からの投稿数が少ないことが報告され
た。学会賞受賞者は受賞後に Account 等の
投稿をすることになっているが、投稿されな
い例も見受けられる。これらの投稿をさらに
促すことになった。

　　　放射化学ニュースについては、21 号が 3
月末に発行予定であることが事務局より報告
され、了承された。

４．篠原（厚）理事より 2010 日本放射化学会年会・
第 54 回放射化学討論会の準備状況が報告さ
れ、了承された。篠原（厚）理事より、2010
日本放射化学会年会・第 54 回放射化学討論
会について、開催日程、場所、実行委員会の
体制、締め切り日程等が説明され、了承され
た。また新規企画として行う、公募セッショ
ンとリフレッシュメント付ポスターセッショ
ンの状況について報告され了承された。また、
現在、学会誌の Supplement としている討論
会要旨集を、学会誌から独立させる方向で準

備することになった。
５．事務局より、１月末より実施された、放射化

学ニュースに関するアンケートの結果につい
て報告があった。このアンケートは、昨年の
第 11 回総会において提案した、会員の便益
と学会財政の観点から、放射化学ニュースの
全文を学会 HP 上に掲載し、冊子体が不要な
会員はダウンロードしてもらうことにより、
冊子体の発行部数を削減する案の賛否を問う
たものである。各年代において圧倒的な賛成
が得られたことが報告され、この削減案を進
めることが了承された。

６．その他　1） 2011 日本放射化学会年会・第 55
回放射化学討論会の準備状況について、村松
久和理事より、会期、会場、実行委員会の体
制等などの報告があり、了承された。会期は、
2011 年 9 月 20 日（火）～ 22 日（木）、会場は、
若里市民文化ホールである。

審議 
１．事務局（学会賞担当）より、2010 年学会賞

及び奨励賞候補者が紹介され、それぞれの賞
の選考委員長を審議の結果、決定した。

２．役員等推薦委員会より次期役員候補者の選考
状況が説明され、審議の結果、次期会長候補
者として永目諭一郎氏（原子力機構）、副会
長候補者として篠原厚氏（阪大）および沖雄
一氏（京大。事務局担当）が推薦された。ま
た、理事・監事候補者として海老原充氏（首
都大）、田上恵子氏（放医研）、百島則幸氏

（九大）、横山明彦氏（金沢大）（以上、新任）、
永井尚生氏（日大）（再任）、監事候補者とし
て村松康行氏（学習院大）（新任）が審議の
結果、推薦された。理事、監事の候補者につ
いては正会員、学生会員による役員選挙が行
われる。留任する役員は、木村貴海氏（原子
力機構）、松尾基之氏（東大）、福島美智子氏（石
巻専修大）、大槻勤氏（東北大）、村松久和氏

（信州大）、および深澤哲生氏（日立 GE ニュー
クリア・エナジー）（以上、理事）、および篠
原伸夫氏（監事）となった。選挙管理委員に
ついて審議し、選出を行った。

　　　会長の選出に関して、現在の推薦委員会が
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推薦する方法は会員に見えにくく、推薦母体
から推薦を受けた候補者が会員の選挙により
決定される方法の方がわかりやすい、という
意見が出された。選出方法の改善に関して、
今後も議論を継続することとなった。

以上。

5．会員動向 （平成 22年 1月～平成 22年 6月）

新規入会（正会員）
氏　名 所　　属

丸山　裕嗣 中小企業振興機構株式会社

新規入会（学生会員）
氏　名 所　　属

鈴木　卓也
研光　　貴
今川　恵里
戸田　光祐
石黒　梨花

金沢大 理学部 化学科

五十嵐　訓
北川　潤一

筑波大学 数理物質科学研究科
化学専攻

所属変更（正会員）
氏　名 所　　属

笠松　良崇
大阪大学大学院理学研究科 化学
専攻

中西　　孝 金沢大学名誉教授
原　　光雄 所属なし

退会（正会員、学生会員）
氏　名 氏　名

小西　良典 荒木　幹生
高田ゆかり 窪田　瞳子
水本　貴彦 篠塚　一典
西尾　義弘 山本　昌彦
浅野　敦史

6．日本放射化学会入会勧誘のお願い

　日本放射化学会では新会員の募集をしておりま
す。ぜひ新会員をご勧誘下さいますよう、よろし
くお願い申し上げます。
○�入会手続き：本会の入会案内ページ http://

www.radiochem.org/nyukai/index.html から「入
会申込書」をダウンロードし事務局に提出して
頂くとともに、「入会申込金」を下記口座に振
り込んで下さい。

○�「入会申込書」提出先：〒 590-0494　大阪府
泉南郡熊取町朝代西 2 丁目 1010 番地　京都大
学原子炉実験所　柴田研究室内　日本放射化学
会事務局　会員担当　宛

○「入会申込金」振込先（郵便振替口座）：
　　口座名：日本放射化学会
　　口座番号：00100-2-577302
○�入会申込金（入会金と１年分の会費）：振り込

みの際には内訳を振込用紙に記入して下さい。

入会金 会費年額 合 計
正会員 1,000 円 7,000 円 8,000 円
学生会員＊ 0 円 3,000 円 3,000 円

 ＊学生会員とは、学部あるいは大学院に在学中の会員
　を指します。

　会費の振込みは、納付者の氏名、所属が不明と
ならないように郵便振替による支払いをお願いし
ています。公費による支払い等の場合には銀行振
込みもできますが、大学等の事務担当との連絡を
要しますので、学会事務局とよく事前に連絡を
とってから行うようにお願いします。
　なお、海外在住等や郵便振替口座への振込が利
用できない場合や、その他の不明点は、遠慮なく
事務局（jnrs.office2008@radiochem.org）までお
問い合わせ下さい。

7．ホームページおよびメーリングリストの運営
について

ホームページ　本会の各種情報、最新情報は以
下の URL に掲載されている本会の日本語ホーム
ページ、または会員メーリングリストにより会員
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に周知されます。ホームページは随時ご参照下さい。
http://www.radiochem.org/index-j.html

（http://wwwsoc.nii.ac.jp/jnrs/index-j.html にも同
一内容が掲載されております。）
会員メーリングリスト　会員の電子メールアドレ
スはメーリングリストに登録され、種々の情報が
配信されます。現在、メーリングリストに未登録
の会員がおり、また一部の方は、アドレスの変更
等で不達となっているようです。メールアドレス
を登録しているにも関わらず、情報が届かない会
員がおられましたら事務局にご連絡願います。学
会からの重要な情報は会員メーリングリストに配
信されますので、できるだけメールアドレスの登
録を御願い致します。
　また、会員はメーリングリストに情報を配信す
ることができますので、ネット委員会に依頼して
下さい。配信内容は、平文とし必要に応じて他の
サイトにリンクする書き方として下さい（添付
ファイルは不可）。配信依頼先：ネット委員会
　jnrs.net2008@radiochem.org
広告の配信　賛助会員は会員メーリングリストに
新製品案内、会社案内等の広告を配信することが
できます。これは賛助会員のメリットの一つとし
て実施されているものですので是非ご利用下さい。
配信依頼・問い合わせ先：事務局
　jnrs.office2008@radiochem.org

8．Journal of Nuclear and Radiochemical
Sciences （日本放射化学会誌）への投稿およ
びオンラインジャーナルについて

投稿のお願い　JNRS 誌は本会の英文論文誌であ
り、会員非会員を問わず無料で投稿できます。多
数の方の投稿は、論文誌としての価値を高めてい
く上で必須のことですので、是非投稿をお願い致
します。
　投稿規則および投稿の手引きは以下の学会ホー
ムページに掲載しております。
http://www.radiochem.org/kaisoku/index.html
オンラインジャーナル　本会ホームページの
JNRS ONLINE のページには、JNRS 誌の全論文
がオンラインジャーナルとして掲載され、会員
非会員を問わずどなたでも自由に閲覧・ダウン
ロードできます。JNRS 誌に投稿された論文は審
査の結果投稿可となった時点で、冊子体発行前に
JNRS ONLINE で公開されます。ダウンロードし
た論文は後日冊子体の雑誌に掲載される論文と内
容、体裁とも全く同じものです。



20

放射化学ニュース　第 22 号　2010

1．経緯
　日本放射化学会第 11 回総会において、会員の
利便性を高めると同時に、学会財政の負担軽減の
観点から、本誌を学会のホームページに掲載して
ダウンロードできるようにし、冊子体を必要とし
ない会員には冊子体を送付しないことが提案され
ました。総会では、事務局より学会の財政状況と
印刷部数の削減による経費削減の効果が説明さ
れ、会員にアンケートを行って、特に多くの反対
がなければ実施することが決定されました。この
決定に基づき、本年 1 月末よりアンケートを行い、
学会の財政状況と印刷部数削減の効果を再度説明
した上で、賛否を問いました。その結果、各年代
を通じて賛成票を得たため、この提案を実施する
こととなりました。以下に、アンケートの集計結
果と頂いた主な意見を示します。その後 4 月に会
員に対し、会員情報確認届の提出をお願いして、
今後の放射化学ニュースの送付について希望調査
を行い、現在に至っております。

アンケート集計結果
年代 集計数 賛　否 冊子の要不要
20 代 21 賛成 20 反対 1 不要 18 要 3
30 代 41 賛成 41 反対 0 不要 28 要 13
40 代 32 賛成 31 未回答 1 不要 25 要 7
50 代 43 賛成 41 反対 2 不要 33 要 10
60 代
以上 30 賛成 30 反対 0 不要 21 要 8

未回答 1

全体 167 賛成 163 反対 3
未回答 1

不要 125 要 41
未回答 1

寄せられた主な意見は以下のものです。（順不同）
・全員に送付する必要はない。
・冊子体を完全に廃止するのは反対。
・移動中に読めるので、冊子体は有意義。
・�経費削減が目的なら、冊子体はWEBによる閲

覧ができない人に限るべき。

・�学会の存在をアピールするのは、やはり冊子体
である。

・�学会の存在意義は、年会と冊子により放射化学
を科学の一分野としてまとめることにあると考
えるので、冊子体は必須。

・�冊子体がなくなれば読まなくなる。WEBでは
読まない。

・�冊子体を有料にするか、または冊子不要の会員
と会費に差をつけるべき。

・�発刊の通知、目次等をメールで流して欲しい。
リンクを貼ったりする工夫を。

・メールで済む情報はメールで。
・�冊子体はページ削減の努力を。カメラレディ原

稿として編集代の削減も図るべき。
・�個人的には冊子は要らないが、研究室としては

必要。
・�会員以外への閲覧制限が必要。／ 閲覧制限は

不要。かけるとしても1年位で解除すべき。
・部数削減に伴う、広告への影響も考慮すべき。
・JNRS誌についても同様に論議すべき。

2．ホームページへの掲載について
　本号より学会ホームページへの放射化学ニュー
スの掲載（PDF ファイル）を行う予定です。以
前からホームページへの掲載は一部行っておりま
すが、本号からは、より完全な形で（冊子体と全
く同じ体裁で）掲載を行います。掲載にあたって
は、学会メーリングリストによりダウンロード
URL および目次等の案内を行います。
　冊子体の送付を今後も希望された会員、および
アンケートや会員情報確認届を提出されなかった
会員については、冊子の無料送付を今まで通り行
います。名誉会員の方、賛助会員各社・各団体に
ついても、特に不要とされた場合を除き、無料送
付を行います。

放射化学ニュースのWEBへの掲載について

事務局よりのお知らせ
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9:20 ～ 11:00　核化学
1A 01　139La + 16O, 159Tb + 16O, 169Tm + 16O 系における重イオン

核融合反応励起関数の核変形度依存性（金沢大院自然、大阪
大院理、金沢大理工）○貝谷英樹、浅野敦史、戸田光祐、武
田勇樹、大江一弘、菊永英寿、高橋成人、横山明彦

1A 02　アクチノイドターゲット重イオン融合核分裂における核
分裂片角度異方性（原子力機構、東京大理、金沢大理工）○
西中一朗、西尾勝久、谷川勝至、牧井宏之、若林泰生、光岡
真一、横山明彦

1A 03　京大炉鉛スペクトロメータを用いたマイナーアクチノイ
ド核種の中性子核分裂断面積の測定（東北大電子光セ、東北
大院理、京都大原子炉、原子力機構、北海道大院工）○廣瀬
健太郎、大槻　勤、柴崎義信、岩佐直仁、堀　順一、関本　俊、
高宮幸一、八島　浩、西尾勝久、鬼柳善明

1A 04　261a,bRf の合成と崩壊特性（新潟大院自然、新潟大機器分
析セ、新潟大理、理研仁科セ、大阪大院理）○村上昌史、村
山裕史、後藤真一、加治大哉、森本幸司、羽場宏光、笠松良崇、
工藤祐生、米田　晃、森田浩介、工藤久昭

1A 05　248Cm（22Ne, 5n） 265Sg 反応による 265Sg の合成（理研仁
科セ、大阪大院理、新潟大理、原子力機構先端基礎研）○羽
場宏光、大江一弘、大関和貴、笠松良崇、加治大哉、菊永英寿、
工藤久昭、工藤祐生、小森有希子、佐藤　望、篠原　厚、住
田貴之、塚田和明、森田浩介、森本幸司、米田　晃

2010日本放射化学会年会・第54回放射化学討論会

プログラム

1 日目　9 月 27 日（月）
総合受付　8：50～ 9：20

A会場 B会場

9:20 ～ 11:00　放射化分析
1B 01　中性子放射化分析法（INAA 及び PGAA）を用いた

Small Scale Mining による汚染試料中の Hg と Au の分析法
（原子力機構、デンマーク・グリーンランド地質学調査所、フ
ィリピン大、アテネオ大）○初川雄一、大澤崇人、Peter　
Appel、Carlo　Arcilla、Emy　Peretz

1B 02　雪氷中の粒子状物質を用いた大気環境に対する人為的影
響の評価（東京大院総合、原子力機構、福井大）○藤井政光、
小豆川勝見、松尾基之、藤　暢輔、村上幸弘、古高和禎、木
村　敦、大島真澄、小泉光生

1B 03　Bulk chemical analysis of hydrogenous meteorites by 
neutron induced prompt gamma-ray analysis（首都大院理工、
原子力機構、国立極地研）○アミル イスラム、海老原充、松
江秀明、小島秀康

1B 04　インクジェットプリンタを利用した簡便で高精度な中性
子分布測定法の開発（京都大院工、京都大原子炉、KAERI）
○瀧本真己、高宮幸一、柴田誠一、奥村　良、中野幸広、
J.H.Moon、S.H.Kim

1B 05　X 線吸収微細構造法による土壌中クロムの価数別定量法
の検討（東京大院総合）○堀まゆみ、小豆川勝見、松尾基之

主催：日本放射化学会　（担当：大阪大学大学院理学研究科及び大阪大学ラジオアイソトープ総合センター）
共催：日本化学会、日本原子力学会、日本分析化学会、日本薬学会
会期：平成 22 年 9 月 27 日（月）～ 9 月 29 日（水）
会場：大阪大学吹田キャンパス　銀杏会館（〒 565-0871　大阪府吹田市山田丘 2-2）

公募セッション
K1．放射化分析の現状と将来　代表者：初川雄一、三浦　勉
K2．RI製造・利用の新展開 －医学薬学利用を中心に－　代表者：篠原　厚、畑澤　順（外部委員）

特別講演・受賞講演
　特別講演が 2 件、受賞講演が 3 件行われます。

一般講演情報
口頭発表
　発表時間は 15 分以内 ＋ 討論 5 分 ＝ 合計 20 分以内（基本的に PowerPoint による講演です。）
ポスター発表
　ポスタ－ボードの大きさは幅 90 cm×180 cm です。ポスター発表は 1 日目と 2 日目に 2 度行います。

詳細は http://www.chem.sci.osaka-u.ac.jp/lab/shinohara/rc54/ をご覧ください。
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＜核化学分科会（RIC大講義室　12:10 ～ 13:20）＞

13:20 ～ 15:30　核化学、その他
1A 06　Rf を模擬した周期表第 4 族元素の α-HiB 錯形成とイオ

ン交換挙動（茨城大院理工、原子力機構先端基礎研、大阪大
院理、中国近代物理研）○菊池貴宏、豊嶋厚史、李　子杰、
塚田和明、浅井雅人、佐藤哲也、佐藤　望、永目諭一郎、笠
松良崇、Fan Fangli

1A 07　Sulfate complexation of element 104, Rf, in H2SO4/HNO3 

mixed solution （［H+］ = 1.0 M）（原子力機構先端基礎研、大
阪大院理、中国原子能科学研、新潟大、理研仁科セ、金沢大、
筑波大、首都大）○李　子杰、豊嶋厚史、浅井雅人、塚田和明、
佐藤哲也、佐藤　望、笠松良崇、菊池貴宏、梁　小虎、永目
諭一郎、後藤真一、羽場宏光、武田勇樹、五十嵐　訓、村上
昌史、西川　恵、小森有希子、村山裕史、大江一弘、秋山和彦、
末木啓介

1A 08　Db を模擬した 5 族元素の等温ガスクロマトグラフ挙
動（原子力機構先端基礎研、大阪大院理、茨城大）○佐藤
哲也、塚田和明、浅井雅人、豊嶋厚史、佐藤　望、李　子
杰、笠松良崇、菊池貴宏、梁　小虎、金谷祐亮、永目諭一郎、
Matthias Schädel

1A 09　4 族元素塩化物の気相化学研究（新潟大理、新潟大機器
分析セ、原子力機構）○村山裕史、小嶋貴幸、村上昌史、後
藤真一、工藤久昭、塚田和明、浅井雅人、豊嶋厚史、佐藤哲也、
佐藤　望、永目諭一郎

1A 10　電極マイクロチップを用いたノーベリウムの電解酸化
（大阪大院理、理研仁科セ）○大江一弘、小森有希子、藤沢弘幸、
栗山亜依、高山玲央奈、菊谷有希、菊永英寿、笠松良崇、吉
村　崇、高橋成人、羽場宏光、工藤祐生、江崎　豊、篠原　厚

1A 11　放射性エアロゾルの粒径分布と核種の半減期との関係 －
模擬計算による粒径分布の算出－（京都大院工、京都大原子炉）
○長田直之、関本　俊、沖　雄一、柴田誠一

15:40 ～ 17:20　原子核プローブの化学
1A 12　酸化マグネシウム中の 57Mn のインビームメスバウアー

スペクトルの温度依存性（ICU、理研、東理大、金沢大、大阪大、
日大、放医研）◯長友　傑、小林義男、山田康洋、佐藤　渉、
三原基嗣、宮崎　淳、久保謙哉、佐藤眞二、北川敦志

1A 13　フッ化ナトリウム中の 57Mn のインビームメスバウアー
スペクトルの温度依存性（ICU、理研、東理大、金沢大、大阪大、
日大、放医研）長友　傑、小林義男、山田康洋、佐藤　渉、
三原基嗣、宮崎　淳、◯久保謙哉、佐藤眞二、北川敦志

1A 14　直線型二配位 Fe 錯体の巨大内部磁場（理研岩崎先端中
間子、理研機能性有機元素）○小林義男、伊藤幹直、松尾　司、
玉尾皓平、石井康之、渡邊功雄

1A 15　レーザー蒸着法による窒素固溶量の大きい窒化鉄の合成
（東理大院総化、理研）○臼井　遼、山田康洋、小林義男

1A 16　Fe と V イオンを共ドープした酸化スズ微粒子の希薄磁
性の発現とメスバウアースペクトル（東理大、東京大院工、
東京大院理）○河野　伸、野村貴美、岡林　潤、山田康洋

＜放射化分析分科会（B会場　12:10 ～ 13:00）＞

13:00 ～ 17:40
公募セッション K1　
「放射化分析の現状と将来」
趣旨説明　（原子力機構）初川雄一
K1 01　微量元素分析法としての中性子放射化分析の役割（金沢

大院自然）○井村久則
K1 02　放射化学的中性子放射化分析法の重要性―岩石・隕石中

の極微量希土類元素の定量を例にして（首都大院理工）○粟
飯原はるか、大浦泰嗣、海老原充

K1 03　標準物質開発における中性子放射化分析の役割（産総研
計測標準、原子力機構）○三浦　勉、黒岩貴芳、成川知弘、
千葉光一、日置昭治、松江秀明

K1 04　地球化学図「明日のナショナルインベントリーマップ」
に挑む INAA（名古屋大年代測定セ）○田中　剛

K1 05　機器中性子放射化分析法と多重即発ガンマ線分析法によ
る環境試料の多元素分析（東京大院総合、原子力機構、福井
大）○松尾基之、小豆川勝見、藤　暢輔、村上幸弘、古高和禎、
木村　敦、大島真澄、小泉光生

K1 06　環境化学研究分野における放射化分析法の利用　－野生
生物から検出される有機態ハロゲン－（愛媛大農）○河野公栄

K1 07　古鉄中の微量元素から何がわかるか（都市大工）○平井
昭司

K1 08　分析受託機関における多重即発ガンマ線分析他（東レリ
サーチセ）○須志田一義

K1 09　住重試験検査（株）における受託放射化分析の依頼状況と
今後の動向（住重試験検査）○永野　章

K1 10　京都大学原子炉実験所における放射化分析実験の現状
（京都大原子炉、京都大院工）○高宮幸一、瀧本真己、関本　
俊、奥村　良、中野幸広、柴田誠一

K1 11　JRR3 と J-PARC における MPGA 開発（原子力機構、福
井大）○藤　暢輔、古高和禎、原かおる、原田秀郎、木村　敦、
金　政浩、北谷文人、小泉光生、中村詔司、大島真澄、村上
幸弘

K1 12　原子力機構における中性子利用分析の利用促進活動（原
子力機構）○松江秀明

K1 13　アジア（オーストラリアを含む）における放射化分析ネ
ットワーク（首都大院理工）○海老原充

11:20 ～ 12:10（S会場）

特別講演 1
1S01　小惑星探査機「はやぶさ」の成果と初期分析でめざすもの（大阪大院理）圡山　明
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17:40 ～ 19:40（P会場）

ポスターセッション（奇数番コアタイム 17:40 ～ 18:20、偶数番コアタイム 18:20 ～ 19:00）
1P 01　J-PARC 中性子源の水銀中に生成した核破砕生成物の γ 線分析と挙動（原子力機構）○甲斐哲也、春日井好己、大井元貴、涌井　

隆、粉川広行、羽賀勝洋、花野耕平
1P 02　マイクロカラム法による Rf 化学種解明のための逆相抽出クロマトグラフィーの検討（金沢大院理、金沢大理工、理研）○武田勇

樹、荒木幹生、横山明彦、羽場宏光、菊永英寿
1P 03　104 番元素ラザホージウムの同族元素 Zr、Hf の H2SO4 水溶液系における陽イオン交換樹脂への吸着速度の研究（筑波大院数理、

原子力機構先端基礎研）○五十嵐　訓、末木啓介、塚田和明、永目諭一郎
1P 04　超重元素の溶液化学のための液体シンチレーション検出器の作成と評価（大阪大院理、理研仁科セ）○小森有希子、大江一弘、

栗山亜依、高山玲央奈、菊谷有希、菊永英寿、笠松良崇、吉村　崇、高橋成人、篠原　厚
1P 05　フッ化水素酸・硝酸混合水溶液系における 6 族元素の陰イオン交換挙動　－ 106Sg のイオン交換挙動研究に向けて－（原子力機構

先端基礎研、茨城大）Liang Xiaohu、李　子杰、○塚田和明、豊嶋厚史、浅井雅人、佐藤哲也、佐藤　望、菊池貴宏、金谷祐亮、永目
諭一郎

1P 06　natLu（p, xn）175Hf 反応の励起関数測定（大阪大院理、理研仁科セ）○菊谷有希、大江一弘、小森有希子、藤沢弘幸、栗山亜依、高
山玲央奈、菊永英寿、笠松良崇、吉村　崇、高橋成人、篠原　厚

1P 07　フィッション・トラック法による Pa‐231 光核分裂反応断面積の測定（Ⅱ）（金沢大院自然、東北大電子光セ、金沢大理工）○西川　恵、
大槻　勤、廣瀬健太郎、佐藤　渉、横山明彦、中西　孝

1P 08　Lr の第一イオン化ポテンシャル測定のためのガスジェット搬送装置結合型表面電離イオン源の開発（原子力機構先端基礎研、
茨城大、理研）○佐藤　望、浅井雅人、塚田和明、佐藤哲也、豊嶋厚史、李　子杰、菊池貴宏、金谷佑亮、市川進一、永目諭一郎、
Matthias Schädel

1P 09　超重核の核分光研究を目的とした Si-CdTe 検出器アレイの開発（山形大理、理研仁科セ）○武山美麗、加治大哉、森本幸司、門
叶冬樹

1P 10　中性子欠損領域の新アクチノイド核種 234Bk および 230Am の観測（理研仁科セ、原子力機構、新潟大、山形大）○加治大哉、羽場宏光、
笠松良崇、工藤祐生、森本幸司、森田浩介、大関和貴、住田貴之、米田　晃、小浦寛之、佐藤　望、後藤真一、村山裕史、門叶冬樹、
眞山圭太、生井沙織、武山美麗

1P 11　GARIS-II commissioning #1（理研仁科セ、原子力機構、新潟大、山形大）○加治大哉、羽場宏光、笠松良崇、工藤祐生、森本幸司、
森田浩介、大関和貴、住田貴之、米田　晃、佐藤　望、若林泰生、村上昌史、門叶冬樹、生井沙織

1P12　極短寿命な超重元素探索実験のための信号処理装置開発（理研仁科セ、山形大）○森本幸司、加治大哉、馬場秀忠、門叶冬樹
1P 13　超重元素探索実験のための新しい大口径 TOF 検出器の開発（山形大院理、理研仁科セ）○眞山圭太、森本幸司、加治大哉、門叶

冬樹
1P 14　超重元素領域における核種同定のための電離箱の開発（東理大院理工、理研仁科セ、大阪大院理）○住田貴之、大関和貴、森本幸司、

加治大哉、羽場宏光、笠松良崇、工藤祐生、米田　晃、森田浩介、千葉順成
1P 15　放射化学的手法を用いた金属フラーレンの反応性に関する研究（首都大院理工）○秋山和彦、古川英典、竹内絵里奈、濱野達行、

久冨木志郎
1P16　ルイス酸を用いた金属フラーレン分離法の検討（首都大院理工）○濱野達行、竹内絵里菜、秋山和彦、久冨木志郎
1P 17　模擬照射済燃料溶解液からのピリジン樹脂を用いたモリブデン回収（東工大原子炉、東海大工、原子力機構）○鈴木達也、池田泰之、

本多雅典、浅沼徳子、逢坂正彦
1P 18　硫黄とハロゲンが混合キャップ配位したテクネチウム六核錯体の合成と性質（大阪大院理、大同大教養、東北大高教セ）○表　利樹、

吉村　崇、高山　努、関根　勉、篠原　厚
1P 19　放射免疫療法への応用を目指した無担体 177Lu の大量製造法の検討（原子力機構量子ビーム応用）○橋本和幸、渡辺　智、石岡典子
1P20　光量子放射化分析におけるフラックス補正（首都大院理工）○大浦泰嗣、海老原充
1P 21　光量子放射化分析法による微量ニッケルの定量　－中性子放射化分析法との比較－（京都大原子炉、東北大電子光セ、京都大院工）

○関本　俊、廣瀬健太郎、瀧本真己、大槻　勤、柴田誠一
1P 22　Kuwait 産の原油から得られた常圧残さ油の水素化処理－ XAFS 分析による石油中 Ni, V の構造解析（九州環境管理協会、高輝度

光科学セ、九州大）○川崎伸夫、川村秀久、岡村正紀、平山明香、大渕博宣、本間徹生、持田　勲
1P 23　筑波大学における 41Ca-AMS の開発（筑波大加速器、筑波大院数物、首都大院理工）○木下哲一、松村万寿美、笹　公和、高橋　努、

末木啓介、大浦泰嗣
1P 24　中性子放射化分析法によるアイメイク化粧品の金属元素の定量（慈恵医大、お茶大、東京都市大）○箕輪はるか、古田悦子、岡

田往子
1P 25　加速器質量分析装置を用いた炭素同位体比測定の測定精度の改善（原子力機構地層処分、ペスコ）○國分（齋藤）陽子、西澤章光、

鈴木元孝、大脇好夫、西尾智博、松原章浩、石丸恒存
1P26　111Cd プローブを用いた ZnO の局所場観察（金沢大院理、金沢大理工、京都大原子炉）○小松田沙也加、佐藤　渉、大久保嘉高
1P 27　SnO2 へ Fe, Mn を共ドーピングした強磁性半導体の合成と磁気物性（東京大理、東京大工、東理大）○岡林潤、野村貴美、河野　伸、

山田康洋
1P 28　酸化アルミニウム中の 57Mn のインビームメスバウアースペクトルの温度依存性（ICU、理研、東理大、金沢大、大阪大、日大、放医研）

◯長友　傑、小林義男、山田康洋、佐藤　渉、三原基嗣、宮崎　淳、久保謙哉、佐藤眞二、北川敦志
1P 29　量子状態の重ねあわせによるメスバウア共鳴吸収の変化（信州大院教育、信州大教育）○中條　悟、堀之内里美、鈴木寛之、永

田佳奈子、仲神克彦、村松久和
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1P 30　水熱合成 kimzeyite のメスバウアー分光（長浜バイオ大、岡山大院理、大阪大院理、大阪大 RI セ）川瀬雅也、山川純次、上條亮
一、○斎藤　直

1P 31　1,3- ビス（4- ピリジル）プロパンで架橋した集積型錯体の混晶化によるスピン状態変化と構造変化（広島大院理、広島大
N-BARD）○土手　遥、井上克也、中島　覚

1P32　小さな軸異方性を有する f 1 状態の研究（東北大金研）○大田　卓、山村朝雄、白﨑謙次、佐藤伊佐務、四竈樹男
1P 33　マイナーアクチノイドおよびランタノイドとジチオカーバメイトとの錯形成定数の決定（原子力機構）○宮下　直、北辻章浩、

木村貴海
1P 34　使用済核燃料の分析に向けた液体シンチレーション検出器のオンライン化の試み（大阪大院理、理研仁科セ）○菊永英寿、吉村　崇、

篠原　厚
1P35　保障措置環境試料分析のための U/Pu/Am 分離法（原子力機構）○宮本ユタカ、江坂文孝、間柄正明、木村貴海
1P 36　天然水を用いたラドンの放出挙動に関する研究（金沢大院自然、金沢大理工）○山田記大、上杉正樹、佐藤　渉、横山明彦、中

西　孝
1P 37　環境モニタリングにおける井戸水調査結果について（日本原燃、東電環境エンジニアリング）○幸　進、田中義也、岡　光昭、

辻内雅博、深貝　淳、水落孝正、武石　稔
1P38　Ge 半導体検出器測定における土壌中 Cs-137 検出下限改善（AMP 前処理の適用）（九州環境管理協会）○玉利俊哉、川崎伸夫
1P 39　福島県双葉郡地域の土壌中の長半減期核種 129I と 36Cl の定量（筑波大院数理物質、筑波大 AMS、筑波大院生命環境、京都大防災研、

東京大工、産総研）○北川潤一、天野孝洋、末木啓介、笹　公和、高橋　努、木下哲一、戸崎裕貴、松四雄騎、松崎浩之、三浦　勉
1P40　スルメイカヘモシアニンの金属元素結合特性（水研セ中央水研海洋生産部）○藤本　賢、森田貴己
1P41　包括的核実験禁止条約（CTBT）の検証制度に於ける放射化学の役割（軍縮セ）○米沢仲四郎
1P 42　AMS法を用いた植物試料（年輪及び穀類）中14C同位体比の経年変化に関する研究（学習院大自然科学、学習院大理、東京大、放医研）

○井上　章、村松康行、松崎浩之、吉田　聡
1P 43　東部太平洋における Pu 同位体と Am-241 の濃度分布（金沢大院自然、筑波大加速器、金沢大理工）○瀧本清貴、永岡美佳、隅　貴弘、

木下哲一、横山明彦、中西　孝
1P 44　Distribution of Pu isotopes in a size-fractionated surface soil sample in northern China（放医研、北京大）○鄭　建、董　微、山田正俊、

郭　秋菊
1P45　食材中の環境放射性核種の定量分析－中国大陸からの輸入食材について（慶應大薬）○森田裕子、増野匡彦
1P 46　降水中トリチウム濃度の測定と大気塊バックトラジェクトリ解析（九州大院理、九州大 RI セ、核融合研）○横山裕也、杉原真司、

百島則幸、田中将裕、宇田達彦
1P 47　東シナ海東部における表層海水の 228Ra, 226Ra, 228Th 濃度の季節変動およびそれらがもたらす知見（金沢大 LLRL、西海水研、む

つ海洋研）○吉田圭佑、井上睦夫、清本容子、小藤久樹、浜島靖典、山本政義、長尾誠也
1P 48　地質調査総合センターにおける鉛 -210 堆積年代測定システムについて（産総研地質調査総合セ、中国海洋大）○金井　豊、斎藤

文紀、楊　作升、范　德江
1P 49　210Pbex と 137Cs をトレーサーとした里山地域における河川懸濁粒子の供給源の評価（金沢大院自然、金沢大自然、環日セ）○徳

成武勇、鈴木智代、落合伸也、長尾誠也、山本政儀
1P 50　亜鉛欠乏マウスのすい臓細胞中における微量元素の定量とタンパク質の変化（静岡大院理、静岡大理）○下山弘高、村松　航、

山本　督、川島美智子、田中宏宗、池田裕亮、菅沼英夫、矢永誠人
1P 51　亜鉛欠乏初期におけるマウスの精巣中の金属タンパク質の変化（静岡大院理、静岡大理）○田中宏宗、下山弘高、池田裕亮、矢

永誠人
1P52　201Tl の嗅覚輸送機序に関する基礎的検討（金沢大院医、金沢大医、金沢大医研）○長岡三樹矢、丹明日香、鷲山幸信、天野良平
1P 53　186, 188Re-MAG3 および 186, 188Re- トリカルボニル錯体の合成（明治大研究知財戦略機構、東京大 RI セ、原子力機構）○栗原雄一、

野川憲夫、橋本和幸、小池裕也、森川尚威、井尻憲一
1P 54　α 線放出薬剤 227Th-EDTMP を用いた造骨性骨転移モデルラットの治療（金沢大保健学系、金沢大保健、東北大金研）○鷲山幸信、

谷内田拓也、佐藤伊佐務、山村朝雄、天野良平
1P55　薄い逆同時計数用プラスチックシンチレータによる Ge 検出器の宇宙線成分の除去（金沢大 LLRL）○浜島靖典
1P 56　放射性エアロゾルの粒径分布と核種の半減期との関係 － 120 GeV 陽子ターゲットステーションにおける実験結果－（京都大原子

炉、高エネ研、清水建設、原子力機構、FNAL）○関本　俊、八島　浩、長田直之、沖　雄一、柴田誠一、松村　宏、豊田晃弘、大石
晃嗣、松田規宏、春日井好己、坂本幸夫、中島　宏、Anthony Leveling、Gary Lautenschlager、David J. Boehnlein、Kamran Vaziri、
Nikolai Mokhov

1P57　研究施設等廃棄物に対する簡易かつ迅速な 99Tc 分析法（原子力機構）○亀尾　裕、石森健一郎、星亜紀子、渡辺幸一、高橋邦明
 

＜若手の会（B 会場　19:00 〜 20:00）＞
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A会場

9:00 ～ 11:10　アクチノイド化学
2A 01　カルコゲン架橋テクネチウム六核錯体の電子状態（大阪

大院理、大同大教養、東北大高教セ、東北大院理）○吉村　崇、
高山　努、関根　勉、木野康志、篠原　厚

2A 02　ビスサロフェン型ウラン（IV）錯体の合成と酸化還元挙
動（大阪大院理）○松田佳恵、吉村　崇、篠原　厚

2A 03　電極触媒機能を有するフロー電極による Np の選択的還
元（原子力機構、京都悠悠化学研）○北辻章浩、木村貴海、
木原壯林

2A 04　ウラン III 価の新規調製法とその錯体構造と磁性（東北
大金研）○山村朝雄、大田　卓、白﨑謙次、佐藤伊佐務、四
竈樹男

2A 05　HDEHP を用いた三価重アクチニドの溶媒抽出（大阪大
院理、理研仁科セ、大阪大 RI セ、原子力機構）○高山玲央奈、
大江一弘、小森有希子、藤沢弘幸、栗山亜依、菊谷有希、菊
永英寿、笠松良崇、吉村　崇、高橋成人、斎藤　直、豊嶋厚史、
浅井雅人、三頭聰明、篠原　厚

2A 06　新規 R-BTP 吸着剤を用いた簡素化マイナーアクチノイ
ド分離プロセス確立への挑戦（東北大 CYRIC、産総研東北セ）
○臼田重和、倉岡悦周、劉　瑞芹、徐　源来、金　聖潤、山
崎浩道、石井慶造、和久井喜人、林　拓道

B会場

9:00 ～ 11:10　原子核プローブの化学
2B 01　固体における高エネルギーイオンのホットアトム化学的

過程に関する研究（XXIII） ～ステンレス基板上に成膜したボ
ロン膜中における水素同位体の化学的滞留挙動の解明～（静
岡大理放射研、核融合科学研）○藤島徹生、倉田理恵、小林
　真、押尾純也、鈴木優斗、濱田明公子、松岡和志、芦川直子、
相良明男、大矢恭久、奥野健二

2B 02　固体における高エネルギーイオンのホットアトム化学的
過程に関する研究（XXIV）～重水素 - 炭素 - ヘリウムイオン
を同時照射したタングステン中の重水素の化学的挙動の解明
～（静岡大理放射研、核融合科学研、九州大応用力学研）○
川崎淨貴、倉田理江、小林　真、押尾純也、鈴木優斗、濱田
明公子、松岡和志、相良明男、吉田直亮、大矢恭久、奥野健
二

2B 03　固体における高エネルギーイオンのホットアトム化学的
過程に関する研究（XXV）～ γ 線照射した酸化リチウム中に
おける照射欠陥消滅過程に関する研究～（静岡大理放射研、
京都大原子炉）○宮原祐人、倉田理江、小林　真、押尾純也、
鈴木優斗、濱田明公子、松岡和志、藤井俊之、山名　元、大
矢恭久、奥野健二

2B 04　リチウムイオン電池新規正極材料のメスバウアースペク
トル（近畿大産業理工、院産業技術）○西田哲明

2B 05　ZrO2-Ln2O3（Ln = Dy, Yb）および CeO2-Gd2O3 系固溶体
の結晶構造とメスバウアースペクトル（東邦大理、原子力機
構先端基礎研）○高橋　正、今井和貴、松川史郎、山本悦嗣、
中村彰夫

2B 06　ペロブスカイト型マンガン酸化物の超微細場測定（金沢
大理工、金沢大院自然、原子力機構加速器、原子力機構先端
基礎研、京都大原子炉）○佐藤　　渉、南　大地、長　明彦、
佐藤哲也、大久保嘉高

2 日目　9 月 28 日（火）

11:20 ～ 12:10（S会場）
特別講演２
2S01　Chemistry of superheavy elements – Experimental achievements and perspectives　
　（原子力機構先端基礎研、ドイツ重イオン研究所）Matthias Schädel

12:10 ～ 13:20

　　＜ α 放射体・環境放射能分科会（RIC 大講義室）＞　　　　　　　　　　　　＜原子核プローブ分科会（B 会場）＞

13:20 ～ 14:20（S会場）

総会

14:30 ＝ 15:10（S会場）
受賞講演・奨励賞 1
2S02　炭化系セラミックス材料における高エネルギーイオンのホットアトム化学的過程に関する研究
　（静岡大理放射研）大矢恭久

15:10 ～ 15:50（S会場）
受賞講演・奨励賞 2
2S03　テクネチウム錯体の合成と性質に関する研究（大阪大院理）吉村　崇
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16:00 ～ 17:20　核エネルギー・バックエンド化学、RIの化学、
医学・薬学・生物学における RI利用
2A 07　硫化反応を用いる核燃料再処理法の基礎研究　（1）トレー

サー試料の硫化（東北大多元研、原子力機構大洗）○桐島　陽、
大西貴士、佐藤修彰

2A 08　モリブデン粉末からの微量レニウム分離について（放医
研廃棄物、放医研分イメ、TNS）○田上恵子、内田滋夫、永
津弘太郎、鍵谷茂雄

2A 09　52Fe と 62Zn の製造と PET 用ヘマトポルフィリン錯体の
合成（大阪大院理、理研仁科セ）○栗山亜依、大江一弘、小
森有希子、藤沢弘幸、高山玲央奈、菊谷有希、菊永英寿、中
井浩二、高橋成人、吉村　崇、笠松良崇、篠原　厚

2A 10　PZC を用いた新規 188W-188Re ジェネレータの開発（明治
大研究知財戦略機構、東京大 RI セ、原子力機構）○栗原雄一、
野川憲夫、橋本和幸、小池裕也、森川尚威、井尻憲一

A会場

9:00 ～ 12:00
公募セッション K2
「RI製造・利用の新展開 －医学薬学利用を中心に－」
趣旨説明　（大阪大院理）篠原　厚
K2 01　核医学診断における RI 利用の現状と課題（大阪大院医）

○畑澤　順
K2 02　放射性アイソトープ内用療法の現状と展望（金沢大医）

○絹谷清剛
K2 03　薬学領域における RI イメージングの展開（大阪大院医）

○井上　修
K2 04　アルファ放射体を用いた転移性骨腫瘍の治療　－核種の

違いによる治療効果への影響検討－（金沢大保健学系、東北
大金研、東北大金研大洗セ、大阪大院理、金沢大物質化学系）
○鷲山幸信、山村朝雄、佐藤伊佐務、三頭聰明、高橋成人、
篠原　厚、横山明彦、天野良平

K2 05　多様な RI を用いた分子イメージングモダリティーの現
状と新規ガンマ線イメージング法（京都大院理）○谷森　達

K2 06　複数分子同時イメージング装置の開発の現状と新規放射
性医薬品の開発：抗体やペプチドを用いた放射性医薬品での
複数分子同時イメージング（岡山大院医 / 理研 CMIS）○榎
本秀一

16:00 ～ 17:20　宇宙・地球化学
2B 07　火山噴出物中の 210Pb/226Ra 放射能強度比（明治大研究知

財戦略機構、東京大 RI セ、明治大）○栗原雄一、小池裕也、
佐藤　純

2B 08　放射性核種による宝石サンゴの成長速度の推定（放医研
環境影響、高知大海洋施設、産総研地質情報）○山田正俊、
岩崎　望、鈴木　淳、鄭　建

2B 09　p 核 Sm-146 元素合成における核反応（筑波大加速器、
金沢大理工、金沢大 LLRL、高エネ研、京都大原子炉、東北
大電子光セ、大阪大院理、Hebrew Univ.）○木下哲一、森田
祐一郎、横山明彦、浜島靖典、桝本和義、八島　浩、関本　俊、
廣瀬健太郎、大槻　勤、高橋成人、Michael Paul

2B 10　放射性炭素を用いた十勝川水系における溶存有機物の移
行挙動研究（金沢大 LLRL、神戸大農、原子力機構、国立環境研、
佐賀大）○長尾誠也、藤嶽暢英、田中孝幸、荒巻能史、児玉宏樹、
山本政儀、内田昌男、柴田康行

B会場

9:00 ～ 12:00　環境放射能
3B 01　古筆切の 14C 年代と書写年代・書風・伝承筆者との関係（名

古屋大年代セ、中央大文、多賀高校）○小田寛貴、池田和臣、
安　裕明

3B 02　土壌における 36Cl/Cl 同位体比の段階抽出測定（筑波大
院数理、筑波大 AMS、京都大防災研、高エネ研）○天野孝洋、
末木啓介、玉理美智子、北川潤一、笹　公和、長島泰夫、高
橋　努、木下哲一、戸崎裕貴、黒住和奈、松四雄騎、別所光
太郎、松村　宏

3B 03　AMS を用いた東京・秋田における大気降下物中 129I/127I
の経年変化（学習院大自然科学、学習院大理、気象研究所、
東京大）○遠山知亜紀、内田悠香、伊藤絵理佳、村松康行、
五十嵐康人、松崎浩之

3B 04　海産生物中ヨウ素の ICP 発光分光分析法による定量（放
医研、東京ニュークリアサービス）○藤田一広、白坂純一、
田上恵子、内田滋夫

3B 05　熊本平野地下水の 85Kr 年代測定（九州大 RI、九州大院理、
熊本大院自然、産総研、熊本大理、京都大原子炉、総合地球研）
○百島則幸、井上　史、杉原真司、嶋田　純、小野昌彦、井
川怜欧、利部　慎、山口かほり、太田朋子、馬原保典、谷口
真人

3B 06　核爆発検知のための放射性キセノンバックグラウンド源
の同定に向けて（軍縮セ、原子力機構）○米沢仲四郎、小田哲三、
山本洋一

3B 07　二酸化マンガンへの吸着を利用した Ba と Ra の分離（金
沢大院自然、金沢大理工）○日南宗一郎、佐藤　渉、横山明彦、
中西　孝

3B08　酸溶液からステンレス板への Po 電解電着法の検討（金
沢大院自然、金沢大理工）○上杉正樹、横山明彦、中西　孝

17:20 ~ 18:00（P会場）
ポスターセッション（続き）

18:00 ～ 20:00（銀杏会館内レストラン・ミネルバ）
懇親会

3 日目　9 月 29 日（水）
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13:00 ～ 14:40
公募セッション K2　続き
K2 07　阪大核物理研究センターにおける核医学用の RI 製造（大

阪大院理、大阪大院医、大阪大核物セ）○高橋成人、栗山亜依、
中井浩二、篠原　厚、畑澤　順、金井泰和、畑中吉治、高久
圭二

K2 08　理研における医学・薬学研究用 RI 製造（理研分子イメ
ージング科学セ、理研仁科セ、岡山大院医歯薬）○金山洋介、
羽場宏光、榎本秀一

K2 09　テクネチウム核医学検査の危機　－モリブデン原料製造
の現状と将来的取組み－（アイソトープ協会）○中村吉秀

K2 10　放射化学が拓く加速器中性子核医学用 RI 利用の道　
　－ JAEA のテクネチウム生成研究－（原子力機構）○永井泰樹
総合討論　司会：中井浩二

13:00 ～ 14:40　環境放射能
3B 09　極微量元素イオン交換逐次分離法の自動化に向けた分離

条件の検討（原子力機構）○宮本ユタカ、安田健一郎、間柄正明、
木村貴海

3B 10　全自動固相抽出法を組み合わせたオンライン ICP-DRC-
MSによる環境試料中のウラン、トリウム及び主要元素の定量・
同位体分析の開発（徳島大院 HBS 保健、徳島大 RI セ、エム
エス機器、パーキンエルマー・ジャパン）○阪間　稔、佐瀬卓也、
北出　崇、敷野　修

3B 11 グローバルフォールアウト U-236 と日本海物質循環解明
（広島大院理、金沢大 LLRL、広島大理、ウィーン大 VERA）
○坂口　綾、山本政儀、門倉彰伸、吉田圭祐、Peter Steier

3B 12　ほうれん草中のウラン吸収について（岡山県環境保健セ、
放医研）○森上嘉亮、信森達也、田上恵子

3B 13　つくばにおける降下物中のトリウム同位体について（上
智大理工、気象研）○廣瀬勝己、木川田喜一、五十嵐康人

12:00 ～ 13:00
昼休み

14:50 ～ 15:40（S会場）
受賞講演・学会賞
3S01　放射線ならびにアイソトープを駆使した植物生理学の研究（東京大院農）中西友子

15:40 ～ 16:00（S会場）
若手優秀発表賞授賞式

閉会
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学位論文要録執筆候補者の推薦について

　「学位論文要録」欄では、最近２年間の範囲で博士の学位を授与された会員の方々の学位論文内容を抄録の形で掲載
致しております。現代の放射化学およびその関連領域における進歩についての情報を読者の方々に提供することが主な
目的であります。しかし、編集委員会が広範な領域で活躍されている執筆候補者につきまして、遺漏なく情報を得る
ことは困難であります。このため、会員の皆様に同欄の執筆候補者（学位取得者）を推薦いただきたく存じます。自薦・
他薦は問いません。詳しくは編集委員会にご照会下さい。

☆　☆　☆

「会員の声」欄へのご寄稿のお願い

　本誌では、学会や学会出版物に関する会員の皆様の意見を掲載するために、「会員の声」欄を設けております。1000
字以内（形式自由）におまとめいただき、編集委員会または学会事務局にお送り下さい。掲載の可否につきましては当
方にご一任下さい。

☆　☆　☆

会員の異動に伴う連絡のお願い

　会員の移動に伴い、所属、連絡先等に変更が生じた場合には、会員担当  高宮  幸一（〒 590-0494 大阪府泉南郡
熊取町朝代西２丁目 1010 番地　京都大学原子炉実験所原子力基礎工学研究部門同位体製造管理工学研究分野（柴田
研究室）内　日本放射化学会事務局、FAX：072-451-2632、E-mail：takamiya@rri.kyoto-u.ac.jp）にご連絡下さい。
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放射線利用事業の振興と 
原子力技術交流推進のために 

◆ 放射線・原子力利用の普及事業   
・技術誌「放射線と産業」・専門書等の刊行 

・「放射線プロセスシンポジウム」等の開催 

◆ 技術サービス事業 

・ ガンマ線･電子線照射：材料の特性試験､材料改質､照射食品の検知試験 

・ 中性子照射： シリコンの半導体化 

◆ 放射線利用技術・原子力基盤技術の地域移転の推進 

・中性子利用技術支援、施設利用支援等 

 

（財）放射線利用振興協会 
http://www.rada.or.jp 

本 部 ・ 東 海 事 業 所              ：〒319-1106 茨城県那珂郡東海村白方白根２-４ TEL 029(282)9533 

高 崎 事 業 所              ：〒370-1207 群馬県高崎市綿貫町１２３３                 TEL 027(346)1639 
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セイコ－・イ－ジ－アンドジ－株式会社 
堀丁八区央中都京東  9-62-2 ６ルビデンラグ F 〒  2300-401 ：号番話電   4013-2455-30

ptth ： /gges/pj.oc.iis.www//     liam-e ： pj.oc.iis@gges.ofni

8552‑255‑110）LET（幌札   4744‑722‑920）LET（戸水   4948‑1786‑60）LET（阪大  
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東 京 本 社：東京都台東区台東 1-3-5（反町ビル 7F）	 〒 110-0016	 TEL.03（3831）7957
東海営業所：茨城県那珂郡東海村村松字平原 3129-31	 〒 319-1112	 TEL.029（282）3114
つくば開発センター：茨城県つくば市緑ヶ原 4-19-2	 〒 300-2646	 TEL.029（847）5521
大阪事業所：大阪市中央区内本町 1-2-5（YSKビル 5F）	 〒 540-0026	 TEL.06（4792）3111
六ヶ所事業所：青森県上北郡六ヶ所村大字尾駮宇野附 1-4	 〒 039-3212	 TEL.0175（71）0710
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賛助会員はこのスペースに無料で広告を掲載することができます（年２回以上）
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